
そ
の
時
、
ど
こ
で
何
を
し
て

い
た
か
。
忘
れ
ら
れ
な
い
日
が

あ
る
。

20
年
前
の
１
月
17
日
、
早
朝

に
も
か
か
わ
ら
ず
私
は

車
を
運
転
し
て
い
た
。

ラ
ジ
オ
の
臨
時
ニ
ュ
ー

ス
で
、
関
西
で
大
き
な

地
震
が
あ
り
数
人
の
死

者
が
出
た
、
と
聴
こ
え

て
き
た
。
し
か
し
、
そ

の
放
送
の
後
、
遅
々
と

し
て
明
確
な
情
報
は
入

ら
な
か
っ
た
。
何
か
と

2015年5月3日

ん
で
も
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た

と
い
う
不
安
感
を
今
も
覚
え
て

い
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
―
死
者
６

千
４
０
０
人
超
。
４
年
前
の
東

日
本
大
震
災
と
は
全
く
様
相
の

違
う
大
都
市
直
下
型
地
震
だ
っ

た
。
直
下
型
で
あ
っ
た
た
め
近

郊
ま
で
電
車
で
来
て
、
そ
こ
か

ら
徒
歩
で
被
災
地
に
入
る
こ
と

が
で
き
た
。
全
国
か
ら
発
生
後

３
カ
月
で
１
０
０
万
人
超
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
た
。

こ
の
年
は
、
後
に
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
元
年
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
国
も
市
民
も
大

規
模
災
害
に
は
行
政
の
力
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
組
織
の
力

が
必
要
だ
と
思
い
知
っ
た
か
ら

だ
。特
定
非
営
利
活
動
促
進（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）
法
が
で
き
、
全
国
の
自

治
体
が
競
う
よ
う
に
市
民
活
動

を
支
援
す
る
条
例
、
市
民
と
の

協
働
を
目
指
す
条
例
、
そ
し
て

活
動
の
拠
点
を
つ
く
っ
て
い
っ

た
。横

須
賀
市
は
い
ち
早
く
準
備

を
整
え
た
。
中
心
と
な
っ
た
の

は
横
須
賀
基
督
教
社
会
館
の
館

長
（
当
時
）
で
、
後
の
県
立
保

健
福
祉
大
学
の
初
代
学
長
・
阿

部
志
郎
さ
ん
。
民
間
で
は
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
、
青
年
会
議
所
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
生
協
な
ど
が
集
ま

り
、「
横
須
賀
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上

げ
て
お
り
、
市
民
活
動
の
中
心

に
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
市
民
協
働
で
の
拠
点

づ
く
り
が
検
討
さ
れ
、
横
須
賀

市
立
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
１
９
９
９
（
平
成

11
）
年
に
設
立
さ
れ
た
。

２
年
後
に
は
公
設
公
営
か

ら
公
設
民
営
と
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

横
須
賀
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

現
代
表
・
鷹
野
克
彦
さ
ん

は
「
阪
神
淡
路
大
震
災
、

新
潟
県
中
越
地
震
を
経
験

し
、
行
政
と
民
間
そ
し
て

企
業
も
含
め
て
震
災
時
の

役
割
が
皆
に
見
え
て
き

た
。
そ
こ
で
の
市
民
、
民

間
組
織
の
役
割
は
大
き
い
。
私

た
ち
の
最
大
の
役
割
は
、
災
害

時
に
役
立
つ
顔
の
見
え
る
関
係

を
常
に
作
っ
て
お
く
こ
と
」
と

語
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

の
流
れ
の
中
で
、
災
害
は
大
き

な
意
味
を
持
つ
。
災
害
と
い
う

悲
惨
な
状
況
の
中
で
も
、
人
は

新
し
い
道
を
模
索
し
、
絶
望
の

中
か
ら
な
ん
と
か
未
来
を
見
出

そ
う
と
す
る
。
尊
い
犠
牲
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
道
を
大
切
に
育

て
て
行
き
た
い
。

（
横
須
賀
市
立
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
館
長
・
高
橋　
亮
）

◇

横
須
賀
に
は
歴
史
的
に
特
異

な
文
化
、
海
と
山
が
密
接
し
た

忘れ得ぬ日から

大
人
も
子
ど
も
も一緒
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
＝
横
須
賀

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
こ
と
し
１
月

17
、
18
日
に
市
立
夏
島
小
で
催
し
た
寒
冷
期
避
難

所
体
験
（
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
提
供
）

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

　2010年から、館長。北米ＹＭＣＡ研修で、
ＮＰＯが市民社会で大きな役割を担っている
ことに触発され、多様な主体による地域連携
を使命として活動中。
　震災後に「今わたしたちにできること」緊急集会、児
童虐待防止「朗読劇ハッピーバースデー」公演、職業上の
スキルで社会貢献する「プロボノ」導入、県共催「企業
×ＮＰＯ×大学パートナーシップミーティング」、市共催「生
涯現役フォーラム」などをコーディネートしてきた。５５歳。

あなたが

筆者はこんな人 自
然
環
境
、
首
都
圏
か
ら
の
適

度
な
距
離
感
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
豊
か
で
多
岐
に
わ
た
る
市
民

文
化
が
育
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
連
載
で
は
、
市
民
が
主

役
と
な
る
〝
文
化
〟
を
育
て
た

活
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

横須賀日日新聞　第38号　
2015年5月3日

あなたが地域の主人公　1
テーマ：忘れ得ぬ日から
（震災から始まった顔の見える関係づくり）

※許可を得て掲載しています。




